










































































































































































































































































































































































































／中国Ｍ 1／学習歴 10年／滞日 0年／感想文）
　　　　○受到损害的还是人类本身。
　　　　×受到损害了的还是人类本身。
　中国語においては、文法のマーカを駆使して、事柄の生起や現在との時間的関係
を表す用法が非常に限られている。その代わりに、時間詞や文脈を用いて表すのが
殆どである。“了”“着”“过”や“正”“正在”“在”といった時間表現に関わるマー
カがあるが、時間を表す際に、一部の動詞や形容詞としか共起しないという制約を
受けている。例えば、“了”は、事柄の生起時間が現時点以前のことを表すことが
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できるが、生起時間が現時点以前の事柄なら、いずれも“了”で表すことができる
というわけではない。一方、日本語の「た」は、テンス・アスペクトを表す場合は、
その用法は中国語の“了”より頗る広い。
　用例の（13）～（15）は、中国語で表現するならそもそも“了”と共起しない
し、日本語で表現する場合であっても「た」との共起が必要ではない。しかし、誤
用例には「た」が使われている（このような誤用は全体の 8割以上占める）。従って、
日本語の誤用例に使われていた「た」は、中国語の負の転移に起因するものではなく、
テンス･アスペクトが無標である学習者の母語の干渉を回避し、日本語的な時間の
捉え方で表現しようとすることから生じてくる「ねじれ誤用」と考えたい。つまり、
用例の（13）～（15）においては、学習者は、既然の事態なら通常、「た」で表現
しなければならないと学習しているため、事柄が既然の事態だと学習者が判断した
場合は、「た」を選択することになるが、その既然事態に関する理解や判断が間違っ
ていたなら、選択ミスが生じ、誤用になるのである。
5．これからの課題
　以上述べてきたように、『中国語母語話者の日本語習得プロセスコーパス』と『中
国語母語話者の日本語誤用コーパス』の構築は、中国語母語話者の日本語習得のプ
ロセスを明らかにするために必要不可欠のものだけではなく、中国語母語話者の日
本語の誤用メカニズムを解明するためにも必要不可欠のものであることが明らかに
なった。また、この二つのコーパスを使いこなせば、ケースバイケースの研究の不
備を改善し、膨大なデータから誤用のパターンを明らかにし、その誤用のパターン
から中国語母語話者の誤用のメカニズムを明らかにすることに寄与できる有用でか
つ強力な武器になると考えられる。
　中国語母語話者の誤用には様々なものが見られる。その様々な誤用の中には、単
なる文法知識の欠如や単純なミスなどのような根幹に関わらない誤用も含まれる。
非根幹の現象を濾過し、根幹に関わる誤用だけに絞り、誤用の原因について、ケー
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スバイケースといった個別の研究ではなく、数多くの誤用例からパターン化された
データを中心に典型性を有する規則性を見出し、日本語教育現場に還元できる一般
化を求めなければならない。その目的を達成するためには、より使いやすいコーパ
スが求められるのであろう。これからは、コーパスの充実を目指して、試行錯誤し
ながら目標に近付けるように努力していきたい。
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